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納
税
意
欲
の
高
揚
と
収
納
率
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成

四
年
度
市
税
完
納
表
彰
式
が
去
る
十
一
月
四
日
市
民
文
化
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
関
係
者
三
〇
〇
名
余
出
席
。
市
長

が
「
市
税
の
納
期
内
完
納
を
通
じ
、市
政
に
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
式
辞
を

述
べ
た
の
に
続
き
、
市
長
か
ら
連
続
納
期
内
完納
者
に
対
し
、
表
彰

状
と
記
念品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
長
村
彰
義
税
務
署
長
、五
十
嵐
昇
県
税
事
務
所
長
、木

村
清
孝
市納
貯
連
会
長
が祝
辞
。
受
賞
者
を
代
表
し
、
長
尾
一
郎
氏
 

（鶴
ケ
岡
在
住
）
が
 
「
思
い
も
よ
ら
ぬ栄
誉
に
浴
し
心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
一
層
納
期
内
完
納
に
努
め
ま

す
。」
と
謝辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
式
典
終
了
後
、
ァ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
弘
前
市
の
白
戸

三
千
春
一
行
の
津
軽
民
謡
を
出
席
者
の
皆
様
が
堪
能
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
今
回
は
平
成
三
年
度
ま
で
三
十
年
間連
続
納
期
内
完
納
者

一
三
〇
名
、
二
十
五
年
間
連
続
納
期
内
完
納
者
一
一八
名
、
二
十
年

間
連
続
納
期
内
完
納
者
一
二
四
名
の
合
わ
せ
て
三
七
二
名
を
表
彰
該

当
者
と
し
て
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
様
に
心

か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
そ
の
方
々
の
お名
前
を
紙
上
を
も

っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

今
後
と
も
市
税
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご協
力
を
お願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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平
井
町

工
藤
き
ぬ
、
斎
藤
八
千
江

松

本

ヤ

ヨ

。
錦

町
小
野
重
五
郎、

平
山

昇
二京

¥， 、

と
文
男

謙
逸

セ
ツ

政

。
布
屋
町

山
川
キ
ヨ

ミ

@
雛

田
荒
関
光
治
、
小
田
桐

O
本

町

葛
西
勝
雄
、
佐
々
木
彦
太
郎

春
藤
正
志
、
竹
内
持
文
子

。
雛

田
石

川

哲

夫

。
柳

町
佐
藤
ミ
ネ
子
、
成
田

飛

島

孝

英

@
弥
生
町

宮
野

淳

@
松
島
町

小
野
定
重
、
菊
池

黒
滝
タ
エ
子
、
中
川

成

田

則

夫
、
松
本

佐
々
木
啓
二
、
水
口

津
田
ち
か
、
石
川

O
栄

町
工
藤
奈
良

努
、
神

亮
一

郎

祐
治
、
堀
内
弘
悦

栄

地
区

。
み
ど
り
町

今
立
京
子
、
斎
藤

@
稲

実
工
藤
喜
代
作

梅
沢
地
区

。
梅

田
佐

藤

達

美
、
前
田

鈴

木

正

道

秀
清

七
和
地
区

幾

。
俵

元
三
上

行

、

三
上

三
上

徳

司

。
原

子
三
上
良
保
、
太
田

@
羽
野
木
沢

阿

部

克

己

@
持
子
沢

阿
部
富
太
郎
、
工
藤
良
二

工
藤

武

良
蔵

長
橋
地
区

清雄政鳳 二
蔵 三 保逸郎

。
野

里
石

岡

ア

イ

@
松
野
木

成

田

勇

、

片

岡

@
戸

沢
斎

藤

正

治

松
島
地
区

寿
男

。
金

山

秋
元

い

さ、

工
藤

O
石

岡

寺
田
ミ
チ
子
、
寺
田

寺

田

継

弘

。
吹

畑

佐

藤

き

よ

@
漆

川
加

藤

清

則

。
大
万
打

田

中

義

三
、
荒
関

成
田
菊
栄
、

伊
藤

藤

森

暗

一

言成

。

一
野
坪

伊
藤

実

ーと，
フじ

飯
詰
地
区

勇

pd
詰

太
田
隆
俊
、
斎
藤

木
田
茂
作
、
鳴
海

三
浦
光
義
、
高
橋

中
谷
惣
四
郎
、
和
島

岩

田

勝

美
、
A
7

竹
林
誠
逸
、
岩
田

館
山
満
男
、

三
上

毘
沙
門
地
区

武
人

。
毘
沙
門

北
川
武
男
、
木
村

。
長

富
藤
森
欣
也
、
鳴
海
政
太
郎

三
好
地
区

。
吉
間
瀬

=
戸
兼
四
郎
、

三
浦

彦

中
川
地
区

f申
也

。
川

山

奈
良
岡
武
治
、
松
津

佐

藤

正

雄

。
長

橋
館

山

勉

@
桜

田
岡

田

重

三

武
美
亮
司

兼政勝智英
松義清 美 澄人範

ソ
ワ操

文
夫



り
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25 

年 

＠
上
平
井
町
 

佐
藤
 
チ
ヤ
、
沢
田
 
弘
一
 

藤
田
 
正
幸
 

⑥
川
端
町
 

境
谷
 
誠
、

下
山
 
英
夫
 

松
本
 
一
男
 

⑨
小
 
曲
 

沢
田
 
ス
ナ
、
渋
谷
久
美
子
 

成
田
 
幸
雄
、
三
浦
 
弘
英
 

⑥
新
宮
町
 

斎
藤
ク
ニ
エ
 

⑥
田
 
町
 

佐
藤
 

肇
、
高
橋
 
や
東
 

藤
田
 
誠
一
、福
士
 
彦
造
 

松
橋
 
直
子
 

＠
寺
 
町
 

川
本
 
哲
之
 

⑨
末
広
町
 

中
谷
登
喜
雄
 

⑥
雛
 
田
 

対
馬
 
う
め
 

⑥
中
平
井
町
 

三
浦
 
ッ
ェ
、斎
藤
 
義
行
 

対
馬
 
安
雄
 

⑥
元
 
町
 

高
杉
 
り
つ
 

⑨
ー
ッ
谷
 

佐
藤
 
蔵
助
 

栄
 
地
区
 

⑥
湊
 

三
橋
勘
四
郎
、
三
橋
 
敬
蔵

平
山
 
幸
作
、
平
山
金
次
郎

平
山
 
よ
し
、
三
橋
留
次
郎

三
橋
 
兼
蔵
、
平
山
 
正
昭
 
 

工
藤
 
鉄
男
、
尾
野
 
兼
雄
 

平
山
富
三
郎
、
平
山
 

浩
 

平
山
昭
三
郎
 

⑥
姥
 
蒐
 

木
村
 
慶
栄
 

⑥
稲
 
実
 

菊
池
 
敏
治
、
山
田
 
善
孝
 

⑨
広
 
田
 

棟
方
 
昭
吉
、
二
P
 
英
昭
 

⑨
七
ッ
館
 

外
崎
 
武
美
 

⑥
み
ど
り
町
 

藤
田
 
祐
子
 

七
和
地
区
 

＠
原
 
子
 

斎
藤
 
伊
助
、
柴
田

柳
原
久
三
郎
、
阿
部

伊
藤
 
リ
ッ
、
伊
藤

⑥
持
子
沢
 

三
上
 
清
治
 

長
橋
地
区
 

⑥
浅
 
井
 

工
藤
 
文
子
 

⑥
福
 
山
 

土
岐
 
重
雄
 

⑥
野
 
里
 

秋
元
 

博
、
勝
浦
フ
サ
コ
 

⑥
神
 
山
 

勝
浦
 
す
菜
、
小
山
内
武
作
 

松
野
 
春
雄
、
松
野
ミ
ツ
エ
 

⑥
松
野
木
 

工
藤
 
浩
、

横
嶋
 
俊
光
 

仙
庭
浩

史
 

r
 松

島
地
区
 

＠
金
 
山
 

高
橋
 
武
則
、
野
呂
千
代
作
 

⑥
石
 
岡
 

山
田
 
武
 

⑥
吹
 
畑
 

寺
田
久
一
郎
 

⑨
漆
 
川
 

大
出
 
岩
夫
 

飯
詰
地
区
 

⑥
飯
 
詰
 

乳
井
 
保
、

北
垣
 
ト
セ

尾
野
 
文
勝
、
長
崎
 
丹
治

飯
田
 
貞
助
、
奈
良
岡
 
昭

平
山
 
熊
蔵
、
斎
藤
 
政
弘

野
宮
 
盛
夫
、
工
藤
 
カ
ョ

坂
本
ト
シ
ェ
、
和
島
 
正
一

浜
館
三
次
郎
、
新
岡
 
兵
1
11
 

高
橋
 

盈
、
対
馬
竹
三
郎

中
谷
 
責
、

和
田
 
キ
ョ

吉
岡
 
勝
衛
、
松
野
 
武
雄

福
士
 
操
、

中
谷
勝
四
郎
 

⑨
下
岩
崎
 

坂
本
 
文
俊
、
中
谷
 

毘
沙
門
地
区
 

＠
毘
沙
門
 

北
川
 

勉
 

＠
長
 
富
 

古
川
 
武
六
、
増
田
 
義
光
 

松
川
 
岩
男
 

三
好
地
区
 

び
藻
 
川
 

一
戸
 
周
逸
、
工
藤
 
俊
弘

⑥
鶴
ケ
岡
 

長
尾
 
政
俊
、
開
米
佐
太
郎

長
尾
 
一
郎
、
長
尾
 
幸
一

小
野
 
浩
崇
、
小
野
 
忠
1
1一

長
尾
 
清
蔵
、
沢
田
 
滋

旦
昌
 
瀬
 

木
村
 
正
一
、
成
田
 
織
雄
 

中
川
地
区
 

⑥
田
 
川
 

・

新
谷
源
次
郎
 

⑥
種
 
井
 

館
山
 
一
幸
 

⑨
長
 
橋
 

外
崎
 
秀
春
 

⑥
川
 
山
 

伊
藤
 
清
弘
、
笠
井
 

館
山
 

賓
、
館
山
 

外
崎
 
武
史
、
吉
岡
 

館
山
 
仇
一
一
 

⑨
沖
飯
詰
 

岡
田
清
之
進
、
石
谷
 
嘉
男

石
谷
ユ
キ
エ
 

五
所
川
原
地
区
 

⑨
旭
 
町
 

三
上
 
光
次
、
奈
良
岡
良
一
一

⑥
岩
木
町
 

白
川
 
豊
作
、
小
笠
原
幸
雄
 

＠
大
 
町
 

r
 
 

渡
辺
清
津
雄
 

＠
鎌
谷
町
 

尾
野
 
き
く
、
三
上
 
一
雄
 

＠
鳥
 
森
 

桜
庭
 
達
、

津
島
 

肝
 

三
浦
 
新
一
 

⑥
柏
原
町
 

野
宮
 
良
一
、
蒔
苗
米
三
郎
 

⑨
上
平
井
町
 

小
田
川
清
美
、
平
野
 
光
雄
 

⑨
川
端
町
 

一
戸
 
ッ
ル
 

＠
敷
島
町
 

開
米
 
久
雄
、
浅
川
 
勇
 

⑥
末
広
町
 

佐
藤
 
み
つ
、
工
藤
正
三
郎
 

⑨
田
 
町
 

小
田
桐
民
雄
、
斎
藤
 
鼎
 

＠
寺
 
町
 

工
藤
常
四
郎
、
神
 
武
雄
 

伊
藤
 
慎
一
 

⑥
中
平
井
町
 

平
田
 
良
造
、
福
岡
 
良
治
 

⑥
錦
 
町
 

古
川
 
や
東
、
藤
田
 
キ
エ
 

松
本
ハ
ッ
ェ
、
三
上
 
繁
昭
 

三
橋
 
と
く
、
安
田
 
聖
道
 

⑥
布
屋
町
 

斎
藤
 
貢
 

⑨
雛
 
田
 

葛
西
 
ま
つ
、
木
村
 
清
孝
 

佐
々
木
雄
之
助
、
間
山
鉄
夫
 

⑥
ー
ッ
谷
 

三
上
 
晴
男
、
浜
舘
 
八
郎
 

⑥
湊
団
地
 
 

椿
原
 
秋
三
 

＠
元
 
町
 

葛
西
勝
太
郎
、
蒔
田
美
枝
子
 

三
浦
 

助

⑥
弥
生
町
 

荘
司
 
貞
夫

⑥
松
島
町
 

金
山
 

勇
、
 

長
尾
 
ソ
ワ
、
 

藤
田
 
一
美
、
 

工
藤
 
俊
雄
、
 

寺
田
 
柾
直

⑥
栄
 
町
 

成
田
 
菊
子
、
蒔
苗
 
き
東

小
田
桐
謙
一
 

栄
 
地
区
 

⑥
湊
 

長
内
 
省
三
、
平
山
美
津
代
 

「
一橋
 
清
一
一
 

⑨
稲
 
実
 

鹿
内
 
節
 

七
和
地
区
 

⑨
原
 
子
 

伊
藤
 

功
 

⑥
持
子
沢
 

三
上
清
一
郎
 

旦
局
 
野
 

佐
々
木
栄喜
智
、堀
内
美佐
雄
 

堀
内
 
謙
司
、
小
笠
原
秀
人
 

金
谷
 
英
仁
、
工
藤
 
国
雄
 

長
橋
地
区
 

0
神
 
山
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上
平
井
町

佐
藤
チ
ヤ
、
沢
田

藤

田

正

幸

。
川
端
町

境

谷

誠

、

下

山

松
本

一
男

。
小

曲
沢
田
ス
ナ
、
渋
谷
久
美
子

成
田
幸
雄
、
三
浦
弘
英

@
新
宮
町

斎
藤
ク
ニ
エ

@
田

町

佐

藤

盛

、

高

橋

藤
田
誠
一
、
福
士

松

橋

直

子

。
寺

町
川

本

哲

之

O
末
広
町

中
谷
登
喜
雄

@
雛

回
対

馬

う

め

@
中
平
井
町

三
浦

ツ
エ
、
斎
藤

対

馬

安

雄

。
元

町
高
杉
り
つ

@

一ツ(〈ロ

佐

藤

蔵

助

英
夫

彦や
造ゑ

義
行一
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栄

地
区

。
湊三
橋
勘
四
郎
、

三
橋

敬

蔵

平
山
幸
作
、
平
山
金
次
郎

平
山
よ
し
、

三
橋
留
次
郎

三
橋

兼

蔵

、

平

山

正

昭
ヲム

工

藤

鉄

男

、
尾
野

平
山
富
三
郎
、
平
山

平
山
昭
三
郎

。
姥

若

木

村

慶

栄

O
稲

実

菊
池
敏
治
、
山
因

。
広

田
棟
方
昭
吉
、

@
七
ツ
館

外

崎

武

美

。
み
ど
り
町

藤

田

祐

子

七
和
地
区

。
原

子
斎
藤
伊
助
、
柴
田

柳
原
久
三
郎
、
阿
部

伊
藤
リ
ッ
、
伊
藤

@
持
子
沢

三
上

清

治

長
橋
地
区

。
浅

井
工

藤

文

子

。
福

山
土

岐

重

雄

。
野

里

秋
元
博
、
勝
浦
フ
サ
コ

@
神

山
勝
浦
す
ゑ
、
小
山
内
武
作

松
野
春
雄
、
松
野
ミ
ツ
エ

O
松
野
木

工
藤
仙
庭

浩
史浩

楼i
向烏 戸

キ久
博サ樹

兼
t告左往

松
島
地
区

韓首
孝

。
金

山

高
橋
武
則
、
野
呂
千
代
作

。
石

岡

山

田

武

@
吹

畑

寺
田
久

一
郎

。
漆

川

大

出

岩

夫

英
昭

飯
詰
地
区

9
4蹴
詰

乳

井

保

、

北

垣

ト

セ

尾
野
文
勝
、
長
崎
丹
治

飯
田
貞
助
、

奈
良

岡

昭

平
山
熊
蔵
、
斎
藤
政
弘

野

宮

盛

夫
、
工
藤
カ
ヨ

坂
本
ト
シ
エ
、

和

島

正

一

浜
館
三
次
郎
、
新
岡
兵
三

高

橋

盈

、

対

馬

竹

三
郎

中

谷

官

、

和

田

キ

ヨ

吉
岡
勝
街
、
松
野
武
雄

福
士
操
、
中
谷
勝
四
郎

。
下
岩
崎

坂
本
文
俊
、
中
谷

毘
沙
門
地
区

。
箆
沙
門

ト
い
け
川

@
長

富
古
川
武
六
、
増
田

松

川

岩

男 勉

俊
光

三
好
地
区

σ藻
川
二

戸

周
逸
、
工
藤

@
鶴
ケ
岡

長
尾
政
俊
、
開
米
佐
太
郎

長
尾

一
郎

、

長

尾

幸

一

小

野

浩

崇

、

小

野

忠
三

長

尾

清

蔵

、

沢

田

滋

Q
高

瀬

木

村

正

一
、
成
田

中
川
地
区

。
田

川

、
新
谷
源
次
郎

。
種

井
館
山

一
幸

。
長

橋
外

崎

秀

春

O
川

山

伊
藤
清
弘
、
笠
井

館

山

賀

、

館

山

外
崎
武
史
、
吉
岡

館

山

伏

二

。
沖
飯
詰

岡
田
清
之
進
、
石
谷

石
谷
ユ
キ
ヱ

り
せ
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義
サ七

五
所
川
原
地
区

。
旭

町
三
上
光
次
、
奈
良
岡
良
二

O
岩
木
町

白
川
豊
作
、
小
笠
原
幸
雄

@
大

町

年
f変
ヲム

渡
辺
清
津
雄

。
鎌
谷
町

尾
野
き
く
、
三
上

。
烏

森

桜

庭

達

、

津

島

三
浦

新

一

。
相
原
町

野

宮

良

一
、
蒔
苗
米
三
郎

。
上
平
井
町

小
田
川
清
美
、
平
野
光
雄

。
川
端
町

一
戸
ツ
ル

@
敷
島
町

開

米

久

雄

、

浅

川

勇

O
末
広
町

佐
藤
み
つ
、
工
藤
正
三
郎

。
田

町

小
田
桐
民
雄
、
斎
藤
鼎

@
寺

町
工
藤
常
四
郎
、
神
武
雄

伊

藤

慎

一

。
中
平
井
町

平

田

良

造
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。
高

野
佐
々
木
栄
喜
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、
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内
美
佐
雄

堀
内
謙
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、
小
笠
原
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雄
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長
橋
地
区
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山
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れ
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は
、
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に
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く
だ
さ
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よ
う
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市
税
の
納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か

お
手
元
の
納
付
書
を
確
認
し
、
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

納
め
忘
れ
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り
ま
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か
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" ’一“ 	10.000円 

""I 
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10,000円 
×ン 

1人当たりの費用は 1万円です。とこ

ろが、10人のうち、 1人だけ費用を支払

わない人がいるとしましょう。つぎのよ

うになります。 

H"‘ハ I m 
iiii"9 人＝=lI H"‘ハ 	，  
iiii"9 人＝=lI 

約11,000円 
、ーソ 
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懇醸税 納めで安心1うが家の健膚一 
納付率が悪いと
どう影響するか 

保険税を納めない人がいると、保険税を納めている人の負

担ばかりが重くなってしまい、保険制度が成り立たなくなり

ます。簡単な例でご説明しましょう。 

10万円の費用を10人で分担して支払うことにします● 

このように費用を支払う 9 人の 1人当

たりの負担額は 1万1千円となり、まっ 

"" L IU人 ln nnn且］ たく払わない人が1人いるため、不公平 

	

ー 	となります。 

さらに 1人、 2 人と費用を支払わない 

	

：りの費用は 1万円です。とこ 	人が出てくると、ますます不公平さが拡 

	

、のうち、 1人だけ費用を支払 	大し、だれもが費用を支払うのがいやに 

	

fいるとしましょう。つぎのよ 	なります。そして、やがてお医者さんに 

す。 	 かかったとき、医療費の全額を、自分で 

	

一一 	支払わなければならなくなってしまいま 

． す。 

約Hl・009円 保険税は納期内に納めましょう。 

●いま仮に、 

広報ごしよか.わら

※
納
期
内
に
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
す
み
や
か
に
納
め
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
税
の
納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か

お
手
元
の
納
付
書
を
確
認
し
、
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

国 軽 者日 固 市
民

自 市 「λLと-‘ . 干見
健
康 動 計 資 県
保

車 画 産 民険 目
手見 手見 税 税 手見

第 弟 第 第 第 第 全 第 第 第 第 第 第 第 第
期6 5 4 3 2 4 3 2 4 3 2 月1]

期 期 期 期 期 期 期 実月 期 期 期 期 期 期 期

12 11 10 9 8 7 5 11 9 7 5 12 10 8 6 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 納

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

12 11 11 9 8 7 6 11 9 7 6 12 11 8 6 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
28 30 2 30 31 31 30 30 31 28 2 31 30 期
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

市税完納者名簿特集

保険税を納めない人がいると、保険税を納めている人の負

担ばかりが重くなってしまい、保険制度が成り立たな くなり

ます。簡単な例でご説明しましょう。

納付率が悪いと
どう影響するか

⑫÷ 

このように費用を支払う 9人の 1人当

たりの負担額は 1万 1千円となり、ま っ

たく払わない人が1人いるため、不公平

となります。

さらに 1人、2人と費用を支払わない

人が出てくると、ますます不公平さが拡

大し、だれもが費用を支払うのがいやに

なります。そして、やがてお医者さんに

かかったとき、医療費の全額を、自分で

支払わなければならなくなってしまいま

す。

このようなことにならないためにも、

保険税は納期内に納めまし ょう。

!!!!! 10人=~・・・m・ 10，000円:

21人=同:
約11，000円 ;

-いま仮に、10万円の費用を10人で分担して支払うことにします・

@ 
l人当たりの費用は 1万円です。とこ

ろが、10人のうち、l人だけ費用を支払

わない人がいるとしまし ょう。つぎのよ

うになります。
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